
　

平
成
二
十
七
年
六
月
十
七
日
、
ホ
テ

ル
メ
ル
パ
ル
ク
名
古
屋
三
階
「
シ
リ

ウ
ス
の
間
」（
名
古
屋
市
東
区
葵
三

－

一
六

－

一
六
）
で
、
第
九
回
「
東
海
財

界
倶
楽
部
」
例
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

当
日
は
正
会
員
・
準
会
員
を
含
め
中

部
地
区
で
活
躍
す
る
経
営
者
ら
約
三
五

名
が
出
席
。

　

午
後
六
時
三
十
分
か
ら
の
第
一
部
で

は
、
日
韓
国
交
正
常
化
五
〇
周
年
記
念

講
演
を
実
施
。
駐
名
古
屋
大
韓
民
国
総

領
事
館
朴
煥
善
総
領
事
が
、演
題
を「
国

交
正
常
化
五
〇
周
年
を
迎
え
る
韓
日
関

係
と
民
間
外
交
の
役
割
」
と
す
る
講
演

を
行
っ
た
。

　

朴
総
領
事
は
流
ち
ょ
う
な
日
本
語

で
、「
南
米
勤
務
が
長
い
が
、

震
災
を
経
験
し
た
日
本
も
忘
れ

ら
れ
な
い
勤
務
地
に
な
っ
た
」

と
駐
仙
台
大
韓
民
国
総
領
事
館

で
の
経
験
を
交
え
自
己
紹
介
。

続
い
て
韓
国
の
イ
メ
ー
ジ
を
伝

え
る
動
画
を
上
映
し
た
。

　

続
い
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を

用
い
、
日
韓
の
不
幸
な
歴
史

と
、
韓
国
の
目
覚
ま
し
い
成
長

に
つ
い
て
解
説
。
ま
た
、
国
交

正
常
化
五
〇
周
年
に
至
る
ま
で

の
日
韓
関
係
の
あ
ゆ
み
を
年
表

や
具
体
例
を
示
し
つ
つ
詳
細
に

語
り
、
今
後
「
人
的
交
流
の
拡

大
」「
共
存
共
栄
の
経
済
関
係
」「
戦
略

的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
強
化
」
と
い

う
課
題
を
乗
り
越
え
「
協
力
と
共
生
」

を
果
た
す
べ
き
と
述
べ
た
。

　

朴
総
領
事
は
最
後
に
「
日
韓
国
交
正

常
化
五
〇
周
年
を
好
機
に
、
一
般
人
ひ

と
り
ひ
と
り
が
外
交
官
と
な
っ
た
草
の

根
民
間
外
交
を
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

七
時
二
十
分
か
ら
の
第
二
部
で
は
、

会
場
を
同
じ
く
し
て
、
晩
餐
を
交
え
た

名
刺
交
換
会
お
よ
び
親
睦
会
を
開
催
。

ホ
ク
セ
イ
の
山
下
三
男
代
表
が
「
韓
国

の
方
と
は
取
引
も
あ
り
、
個
人
的
に
も

よ
く
訪
れ
て
楽
し
ま
せ
て
も
ら
っ
て
い

る
」
と
語
っ
た
上
、「
出
席
者
の
ま
す

ま
す
の
ご
発
展
を
祈
っ
て
」
と
乾
杯
の

発
声
を
行
っ
た
。

　

着
席
に
よ
る
和
食
コ
ー
ス
と
共
に
親

睦
会
が
和
や
か
に
行
わ
れ
、
最
後
は

イ
ッ
コ
ウ
サ
ポ
ー
ト
の
渡
邊
浩
司
代
表

に
よ
る
一
本
締
め
で
中
締
め
が
行
わ
れ

た
。

　

今
回
、
出
席
者
に
は
駐
名
古
屋
大
韓

民
国
総
領
事
館
よ
り
記
念
品
と
し
て

「
共
に
開
こ
う　

新
た
な
未
来
を
」
と

韓
国
語
で
書
か
れ
た
バ
ッ
ジ
が
贈
ら
れ

た
。

第9回「東海財界倶楽部」例会
「日韓国交正常化50周年」

　

平
成
二
十
七
年
六
月
十
七
日
、
第
九
回
「
東
海
財
界
倶
楽
部
」
例
会

が
開
催
さ
れ
た
。
同
会
は
東
海
地
方
で
活
躍
す
る
経
営
者
を
中
心
と
し

た
異
業
種
交
流
会
。
当
日
は
駐
名
古
屋
大
韓
民
国
総
領
事
館
朴
煥
善
総

領
事
に
よ
る
、
日
韓
国
交
正
常
化
五
〇
周
年
記
念
講
演
を
実
施
。
親
睦

会
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

朴煥善総領事


